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101TOKYO実行委員会は、2009年度の101TOKYO コンテンポラリーアートフェア出展ギャラリーをここに発表致します。

1. AFRONOVA (南アフリカ共和国)
2. Andrew James (中国)
3. アートコートギャラリー (大阪、日本)
4. アートデータバンク (東京、日本)
5. art project frantic (東京、日本)
6. Art Statements (香港)
7. Berengo Collection (イタリア/日本)
8. Carmichael Gallery of Contemporary Art (アメリカ合衆国)
9. CASHI (東京、日本)
10. クリアエディション (東京、日本)
11. eitoeiko (東京、日本)
12. ファーブル芸術事務所 (大阪、日本)
13. galeria de muerte (東京、日本)
14. ギャルリーパリ (横浜、日本)
15. ギャラリー・ショウ・プロジェクツ (東京、日本)
16. ギャラリージン　プロジェクツ (東京、日本)
17. GALLERY MoMo (東京、日本)
18. ギャラリーQ (東京、日本)
19. ギャラリーラファイエット (沖縄、日本)
20. ギャラリー四門 (横浜、日本)
21. ギャラリー・テラ・トーキョー (東京、日本)
22. habres+partner Gallery (オーストリア)
23. 松尾惠 + ヴォイス・ギャラリー pfs/w  (京都、日本)
24. mountain fold (アメリカ合衆国)
25. 中落合ギャラリー (東京、日本)
26. Nuestra (メキシコ)
27. ユミコ　チバ　アソシエイツ　ビューイングルーム銀座 (東京、日本)

さらに101 TOKYOギャラリーとして、以下のギャラリーが101 TOKYOに参加致します。

1. ギャラリー小柳
2. GALLERY SIDE 2
3. Hiromi Yoshii
4. ShugoArts
5. SCAI THE BATHHOUSE
6. タカ・イシイギャラリー
7. 小山登美夫ギャラリー

2009年度の101TOKYOは、昨今の厳しい国際経済情勢にありながらも、昨年度から引き続き出展する数々の海外ギャラリーに加え、
オーストリア、中国、イタリア、メキシコ、そしてアメリカから新たなギャラリーを迎えることが出来ました。
今年度は、特に日本の新進のギャラリー、アーティストをご紹介するとともに、パブリックプログラムとしても、アートプロフェッショナルの
皆様に向けては世界のアートのトレンドについてのレクチャーを、そして、一般のお客様に対しても、広くコンテンポラリーアートを紹介し、
楽しんでいただくきっかけになるようなレクチャーを用意いたしております。

その他の2009年度のアーティストプロジェクト、レクチャーシリーズ、エデュケーショナルプログラムなどの詳細については、近日中に
追って発表させていただきます。
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